
崖の浸食で通行できません

大
磯
浜

WC

1 : 22500

WC

WC

WC
WC

①

②③④

⑤

⑥

⑦
⑧

米
子
浜

バス路線図
問合せ先　三重交通志摩営業所

Tel  0599-55-0215

船
越
前
浜
小
公
園

米
子
浜

大
王（
だ
い
お
う
）

　
　
　
　

    

埼
灯
台

名
田（
な
た
）大
野
浜

畦
名（
あ
ぜ
な
）

国
府（
こ
う
）白
浜

安
乗（
あ
の
り
）埼
灯
台

1.8km 1.8km 3.6km 0.9km 5.4km 4.6km

御
座（
ご
ざ
）漁
港

金
比
羅（
こ
ん
ぴ
ら
）

山
展
望
台

あ
づ
り
浜

城
山
休
憩
所

和
具
漁
港

広
の
浜

志
摩
ふ
れ
あ
い
公
園

1.0km

コース距離

麦
埼
灯
台

片
田
大
野
浜

大
磯
浜

深
谷
大
橋（
水
道
）

1.5km 1.4km

0.9km 0.9km 1.3km 1.3km 1.8km 1.4km1.8km 3.1km

伊勢志摩国立公園管理事務所　Tel  0599-43-2210
「近畿自然歩道」に関する問合せ先　

2020.3改定2015.3作成

大王崎灯台

名田会神

波切魚市場

名田

畔名丸岡

片
田

船
越
浜

片
田
新
開

志
摩
市
民
病
院

片
田
稲
荷
前

大
王
支
所
前

片
田
東

大
王
小
坂

深
谷
水
道

大
王
小
学
校
前

深
谷

波
切

船
越
新
田

船
越

60、62系統　御座線

畔名口

石塚

名田口

大王公民館

岡山

田
神

大
王
口

丸
田

鵜  方  駅

島茶屋

甲賀西

内新田

志
摩
市
役
所
前

金
谷

長
沢

立
神
口

甲
賀
口

片
田
椿
山

布
施
田
東

布
施
田

布
施
田
西
口

和
具
東

志
摩
支
所
前

和
具
学
校
前

和
具

志
摩
高
岡

越
賀
神
社
前

越
賀

越
賀
集
会
所
前

越
賀
西

あ
づ
り
浜

御
座
白
浜

御
座

御
座
港

波切～御座　編

伊勢志摩国立公園
近畿自然歩道マップ

NAKIRI 　  GOZA

越賀  あづり浜

　自然にふれあい、自然の中で育まれた地域の歴史や文化

を楽しむための歩道です。総延長は3000ｋｍを超え、伊勢

志摩地域では約240ｋｍが指定されています。

近畿自然歩道とは？

この自然歩道は漁業を中心とした沿岸部の集落の中を通行
します。周りに漁具や海産物が置かれている場合があります。
これらには手を触れないようにしましょう。

地元の生活道路を通行します。早朝や夕方に歩く場合は、反
射材を着用するなど、視認性の向上に努めて下さい。

ハチやダニなどに刺されないよう、肌の露出は極力避けましょう。

集落内で地元の人に会ったら、あいさつをこころがけましょう。

歩道利用時の注意点

　「軽いけがをした、体調が悪くなった」
　　　救急車を利用するほどではない場合、救急対応して
　　　くれる病院を案内してくれます。
　　　志摩広域地域救急医療情報センター
　　　Tel：0599-43-1199

　「防災無線のサイレンが聞こえたら」
　　　津波警報が発令された可能性があります。急いで高台へ
　　　退避してください。地震を伴わない場合もあるので注意し
　　　て下さい。

こんなときは？

凡例
近畿自然歩道

トイレ

バス停

飲食店等

標識・案内板

WC
バス

大王町における漁業の拠点
となる漁港。沿岸漁業を行う
様々な漁船が見られ漁師さん
に出会える場所である。

①波切漁港

大王埼灯台は9：00～16：00
のあいだ参観が可能である
（￥200）。太平洋はもちろん
志摩市の広範囲を眺めるこ
とができる。

②大王埼灯台からの眺望

「絵描きの町」としても有名
な大王町は灯台周辺に絵に
なるスポットが点在する。
写真は波切城址の八幡さん
公園からのもの。

③大王埼灯台

人里から離れた静かな砂利
浜。大潮干潮時など条件が
良ければ、海食洞門のある
東側の浜へも行ける。

④米子浜

海から隔離された自然の池
で夏にはハスの花が美しい。
周辺はイグサが優占していて
冬は渡り鳥も越冬する。

⑤船越大池

海沿いに赤い鳥居が映える
稲荷神社である。浦島太郎が
装飾された棟瓦や本殿の天
井画など見どころが多い。

⑥片田稲荷

太平洋を一望できる穴場ス
ポット。あずま屋やベンチが
あり休憩箇所としても丁度
良い。

⑦麦埼灯台

潮通しが良い遠浅の磯が広
がり干潮時は磯の生物観察
もできる。夏の昼間は海女さ
んが漁をしているのも見られる。

⑧麦崎

　あまたの画家たちに愛されてきた大王埼灯台とその周辺の建築物は太
平洋に面した海岸環境とそこに生活する人たちの、厳しくも調和した人と
自然の融合を感じずにはいられない。集落の中に足を運べば石積みの垣
や階段も多く残されており、時を忘れてしまう。
　波切から片田にかけては幾つもの浜が点在し、一つ一つが異なる様を
見せているため歩いていて飽きることがない。
　片田の麦崎は、灯台の下に潮溜まり（タイドプール）が広がっているため
干潮時であれば海に入らずとも多様な生き物を観察でき、旅をより奥深い
ものにしてくれる。

波切～片田コースの魅力
なきり　　かただ

「この地図は、国土地理院長の承認を得て、同院発行の 2万 5千分 1地形図を複製したものである。（承認番号　平 26 部複、第 90 号）」
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「
こ
の
地
図
は
、
国
土
地
理
院
長
の
承
認
を
得
て
、
同
院
発
行
の
2
万
5
千
分
1
地
形
図
を
複
製
し
た
も
の
で
あ
る
。（
承
認
番
号
　
平
26
部
複
、
第
90
号
）」

　
伊
勢
市
、鳥
羽
市
、志
摩
市
、南
伊
勢
町
に
広
が
り
、5
5,
54
4

ha
の
区
域
を
も
つ
国
立
公
園
で
あ
る
。

　
昭
和
21
年（
19
46
年
）に
指
定
さ
れ
、伊
勢
神
宮
と
背
後
に

広
が
る
宮
域
林
を
中
心
と
し
た
内
陸
の
エ
リ
ア
、小
さ
な
入
り
江

と
岬
を
無
数
に
作
り
出
し
て
い
る
リ
ア
ス
海
岸
に
代
表
さ
れ
る

海
沿
い
の
エ
リ
ア
に
大
別
さ
れ
る
。

　
他
の
国
立
公
園
に
比
べ
て
民
有
地
の
割
合
が
非
常
に
高
く

（
90
%
以
上
）、
公
園
内
の
居
住
人
口
も
圧
倒
的
に
多
い
。そ
の

た
め
、地
域
の
方
た
ち
の
生
活
、歴
史
、文
化
、風
習
な
ど
に
深

く
触
れ
ら
れ
る
公
園
で
あ
る
。

　
伊
勢
志
摩
地
域
は
、万
葉
の
時
代
か
ら
海
産
物
の
産
地
と
し

て
さ
か
え
、豊
富
な
海
岸
線
を
生
か
し
た
養
殖
漁
業
や
海
女
漁

な
ど
多
様
な
水
産
業
が
営
ま
れ
て
き
た
。人
々
の
生
活
と
密
接

に
関
係
す
る
社
寺
仏
閣
も
多
く
残
さ
れ
、生
活
や
歴
史
、文
化
を

包
み
込
む
こ
こ
の
自
然
は
、里
山
、里
海
と
し
て
現
在
も
生
き
生

き
と
し
て
い
る
。伊
勢
志
摩
国
立
公
園

写
真
の
よ
う
な
標
識
や
案
内
板

が
皆
さ
ん
を
ご
案
内
し
ま
す

標
識
・
案
内
板
例

⑤
城
山
休
憩
所

⑩
石
仏
地
蔵
尊

越
賀
の
海
に
面
し
た
休
憩
所
。

人
も
少
な
く
ひ
っ
そ
り
と
し
た

場
所
で
休
憩
小
屋
も
あ
る
。

干
潮
時
に
し
か
姿
を
現
さ
な
い

海
中
に
ま
つ
ら
れ
た
地
蔵
仏
。

潮
仏
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。

①
麦
崎

②
広
の
浜

③
和
具
大
島

④
和
具
漁
港

⑥
あ
づ
り
浜

⑦
金
比
羅
山
展
望
台

⑧
御
座
爪
切
不
動
尊

⑨
御
座
港

豊
富
な
種
類
の
海
藻
や
生
物

が
生
息
す
る
磯
が
広
が
る
。

干
潮
時
は
タ
イ
ド
プ
ー
ル
を
見

て
回
る
こ
と
も
で
き
る
。

ウ
ミ
ガ
メ
が
産
卵
に
来
る
長
い

砂
浜
で
、散
歩
な
ど
を
楽
し
み

に
来
る
地
元
の
人
も
多
い
。沖

合
に
は
大
島
と
小
島
が
見
え
る
。

全
域
が
三
重
県
の
天
然
記
念

物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、

通
常
渡
る
こ
と
は
で
き
な
い
希

少
な
自
然
植
生
の
残
る
無
人
島
。

志
摩
町
随
一
の
漁
港
で
多
く

の
漁
船
が
見
ら
れ
る
。運
が
良

け
れ
ば
水
揚
げ
作
業
を
見
る

こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

き
れ
い
な
砂
が
美
し
く
落
ち

着
い
た
感
じ
の
砂
浜
。す
ぐ
沖

に
あ
る
島
は「
す
ず
め
島
」と
呼

ば
れ
絵
に
な
る
風
景
で
あ
る
。

英
虞
湾
、太
平
洋
、遠
く
は
大

台
ケ
原
方
面
ま
で
絶
景
が
楽

し
め
る
展
望
台
。英
虞
湾
の
対

岸
に
は
横
山
も
見
え
る
。

金
比
羅
山
山
麓
に
樹
林
と
竹

林
で
囲
ま
れ
、ひ
っ
そ
り
と
た

た
ず
む
不
動
尊
。

前
志
摩
半
島
最
先
端
の
漁
港
。

海
を
挟
ん
で
浜
島
町
も
見
る

こ
と
が
で
き
る
。賢
島
と
浜
島

へ
は
定
期
船
が
出
て
い
る
。
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太
平
洋
に
突
き
出
た
麦
崎
で
は
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
岩
磯
風
景
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。

　
布
施
田
か
ら
和
具
ま
で
の
区
間
は
集
落
の
海
側
に
面
し
た
裏
通
り
を
歩
く
た
め
、 車
の
通
行
量

も
少
な
く
の
ん
び
り
と
漁
業
集
落
を
満
喫
で
き
る
だ
ろ
う
。運
が
良
け
れ
ば
漁
師
や
海
女
さ
ん
た
ち

と
話
を
す
る
機
会
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
海
岸
に
隣
接
し
た
コ
ー
ス
に
な
っ
て
い
る
た
め
、 砂
浜
で
漂
着
物
な
ど
を
観
察
し
な
が
ら
歩
く
の

も
趣
が
あ
る
。

　
和
具
漁
港
は
一
年
を
通
じ
て
活
気
が
あ
り
、折
々
の
旬
の
海
産
物
が
水
揚
げ
さ
れ
て
い
る
。

邪
魔
し
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
れ
ば
見
せ
て
も
ら
う
こ
と
も
可
能
だ
が
、運
搬
車
な
ど
も
行
き
か
う

た
め
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

　
淡
い
色
の
砂
浜
が
広
が
る
越
賀
の
あ
づ
り
浜
は
、湾
の
入
り
口
に
あ
る「
す
ず
め
島
」が
風
景
を

引
き
立
た
せ
て
い
て
夕
日
を
眺
め
る
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
も
人
気
が
あ
る
。

　
越
賀
と
御
座
の
間
は
山
林
の
中
を
通
っ
て
い
く
が
前
後
の
海
岸
の
風
景
と
の
変
化
が
楽
し
い
。

金
毘
羅
山
展
望
台
か
ら
は
36
0°
の
眺
望
が
広
が
り
、伊
勢
志
摩
国
立
公
園
の
南
側
が
一
望
で
き
る
。

片
田
～
御
座
コ
ー
ス
の
魅
力

か
た
だ
　
   ご
   ざ

金
比
羅
山
展
望
台

あ
づ
り
浜

城
山
休
憩
所

志 摩 ふ れ あ い 公 園

広 の 浜

麦
埼
灯
台

　
海
女
漁
は
船
で
沖
に
出
る
舟
人（
ふ
な
ど
）海
女
と
沿
岸
か
ら
直
接
漁

を
行
う
徒
人（
か
ち
ど
）海
女
に
大
別
さ
れ
る
。こ
の
近
畿
自
然
歩
道
コ
ー

ス
で
は
特
に
夏
場
に
磯
場
な
ど
で
海
女
漁
の
様
子
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

地
域
に
よ
っ
て
漁
具
や
漁
装
に
差
異
が
あ
り
見
比
べ
る
の
も
面
白
い
。

ウ
ミ
ガ
メ
の
来
る
砂
浜

　
北
太
平
洋
を
回
遊
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
き
た
ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ
は
、国

内
で
は
遠
州
灘
や
紀
伊
半
島
を
は
じ
め
と
し
た
各
地
で
産
卵
す
る
が
、

伊
勢
志
摩
も
重
要
な
産
卵
地
域
で
あ
る
。運
が
良
け
れ
ば
夏
の
早
朝
、

産
卵
後
の
個
体
や
産
卵
跡
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
が
、距
離
を
と
っ
て

見
守
っ
て
あ
げ
て
欲
し
い
。


